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Ⅲ 「農のある暮らし」の実践例 
 
 農林水産業が果たしている役割を理解し、その大切さや農林水産物の価値を知ることは、

知らず知らずのうちに地域の農林水産業を応援したり、自らの健康的な生活につながった

りします。 
 そこで、県民のみなさんに農林水産業に親しむ活動を積極的に生活の中に取り入れてい

ただく「農のある暮らし」の実践を進めています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ます釣り体験場で、楽しいひとときを 

 一宮市北方町の木曽川河川敷には、11 月から 3 月にかけて「ます釣り体験場」が設

置されます。 

 木曽川漁業協同組合が、春にはうぐい・おいかわの産卵場となる場所を、冬の間み

なさんに開放して実施しています。 

 ここの特徴は、餌づりはもちろん、ルアー

やフライフィッシングの 3 種類の釣り方で楽

しむことができます。 

 毎日、魚を放流しており、鵜による食害を 

防ぐため、様々な工夫をしています。また、 

釣った魚はすべて持ち帰ることができます。 

 春になれば、うぐい・おいかわが気持ちよ 

く産卵して、次世代が残るようにしています。 

 ウェブページも開設し、各種イベントを 

はじめとした情報を発信しています。 

(URL: http://kawaturitaikenjyou.on.omisenomikata.jp/) 

 

 毎日大勢の人で賑わうます釣り体験場 
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森からの恵み 間伐材利活用まつり 

 森と緑の保全活動で発生する間伐材・木の枝・木の実・竹

などを使った工作体験イベント「間伐材利活用まつり」が平

成 24 年 11 月 24 日（土）にナゴヤハウジングセンター春日

井会場で行われ、家族連れなどが森からの恵みを使った作品

作りを楽しみました。 
イベントは、春日井市の「みろくの森」で、どんぐりの

植樹、スギ、ヒノキ人工林の間伐などのボランティア活動を

行っている「みどりのまちづくりグループ」が主催しました。 
 

 磨いた丸太に皮を張った椅子、

自然な雰囲気が魅力のリースや

ハンギングバスケット、子どもた

ちの自由な発想が生きる竹や木

の実工作、めずらしい杉玉づく

り。各ブースとも大好評で、参加

者は自然素材を使った作品づく

りを通じて森の大切さを実感し

ました。 

池干し、半世紀ぶりに復活 

 平成 24 年 10 月 7 日、尾張旭市旭ヶ丘町のため池（濁池）において、池の水を抜い

て魚を捕まえる池干しが半世紀ぶりに行われました。 

 濁池は、江戸時代に造成された農業用ため池で、豊かな自然環境を残す地域資源に

なっています。 

 今回池干しを行うきっかけとなったの

は、県が実施する堤防の耐震化工事の着工

に伴い、池の水を抜く必要が生じたため、

地元住民から「この機会に池干しをやった

らどうか」との声が上がり実現したもので

す。 

 当日は約 200 人の児童や保護者が参加

され、水かさの減った池の中で、コイやフ

ナなどの魚を捕まえました。捕まえた大型

の魚は近隣の旭丘小学校のプールで保護さ

れ、工事終了後に池に戻されました。 

魚を捕まえました 

 

 

杉玉づくり 

間伐材で椅子づくり 
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農業と食育をいっしょに学ぶ 

 あいち尾東農協主催の親子農業塾に参加した親子が、食育推進ボランティアから農

作業体験をもとに食育を学びました。 

 日進市会場では、親子 9 組 32 名が、平

成 24 年 8 月 4 日に「とにとクラブ」から

大豆を使ったゲームで正しい箸の持ち方

と使い方を学びました。 

豊明市会場では、親子 9 組 26 名が、平

成 24 年 7 月 8 日に「豊明食生活改善推進

員グループ」から「いただきますごちそう

さま」の紙芝居で命をいただく大切さを、 

 
豊明会場  紙芝居 豊明会場  料理教室 

11 月 17 日に「かとうキッチンスタジオ」

から栽培しているブロッコリーやサツマ

イモなどを使った料理を、平成 25 年 2 月 2 日に「とにとクラブ」からクイズで豊明市

ではどのような農産物が作られているかを学びました。 

 

東郷町会場では、平成 24 年 12 月 1 日に「東郷ヘルスパートナー」から紙芝居で自

分たちが田植えをした稲がどうやって大

きくなり稲刈りを迎えたかを学びました。 

 参加した親子からは、「野菜の栄養や効

能など勉強になった。」、「子供が普段あま

り食べない野菜も自分で料理したためか

おいしいと言って食べていた。」との感想

が聞かれました。今後も農業と食育を結び

つける活動に取り組んでいきます。 

日進会場  大豆を使ったゲーム 

東郷会場  紙芝居 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

          尾張農林水産事務所 

愛知を食べよう 

いいともあいち 

食と緑の尾張地域レポート ’１３ 

（平成２４年度版） 
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